
大
平
地
区
の
市
街
化
区
域
編
入
に
つ

い
て
、
本
市
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

都
市
計
画
部
長
／
大
平
地
区
で
は
、

静
浦
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
交
通
利
便

性
が
向
上
し
た
ほ
か
、
治
水
対
策
も
進
ん

で
い
る
。ま
た
、第
二
次
沼
津
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
こ
の
地
区
を
新

た
な
都
市
的
土
地
利
用
の
可
能
性
を
検
討

す
る
地
区
と
位
置
づ
け
、
周
辺
地
区
へ
の

生
活
利
便
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
施
設

や
観
光
・
地
域
振
興
施
設
等
と
し
て
の
利

用
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
豊
か

な
自
然
景
観
と
優
良
な
農
地
を
有
し
、
ま

た
治
水
対
策
上
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

問答
部
活
動
の
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

教
育
長
／
部
活
動
の
地
域
移
行
に
お

い
て
、
学
校
に
代
わ
る
地
域
ク
ラ
ブ
等
の

受
皿
づ
く
り
は
、
移
行
を
進
め
る
上
で
の

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
窓
口
機
能
の
設
置
な
ど
を
含
め
、

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の

取
組
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

広
報
ぬ
ま
づ
の
発
行
回
数
を
減
ら
し
、

自
治
会
役
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
考
え
は
。

政
策
推
進
部
長
／
令
和
五
年
度
の
市

民
意
識
調
査
で
は
、
九
割
以
上
の
市
民
が

問答問答

本
市
の
特
産
品
を
ト
ッ
プ
セ
ラ
ー
化

す
る
た
め
の
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
ト
ッ
プ
セ
ラ
ー
化

に
向
け
て
は
、
各
産
品
の
特
徴
や
ト
レ
ン

ド
を
見
極
め
、
市
場
等
の
動
向
を
注
視
し
、

最
適
な
販
売
手
法
を
選
択
し
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は

首
都
圏
に
お
い
て
、
量
販
店
で
試
験
販
売

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
マ
ス
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、
飲
食
店
で
対
面
個
別

提
供
を
行
う
ニ
ッ
チ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
取
組

を
継
続
し
、
横
展
開
す
る
と
と
も
に
、
有

名
シ
ェ
フ
に
よ
る
レ
シ
ピ
開
発
の
実
施
を

問答

※※1

※※2

い
る
こ
と
か
ら
、
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
や
自

然
環
境
の
破
壊
を
避
け
る
た
め
、
市
街
化

区
域
編
入
は
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
大
平
地
区
の
に
ぎ
わ
い

や
観
光
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
大
平
地
区
は
自

然
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な
ど
、
魅
力
あ
る

観
光
資
源
を
有
し
て
い
る
た
め
、
引
き
続�

き
地
域
資
源
の
発
掘
や
磨
き
上
げ
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
沼
津
港
や
沼
津
御
用
邸

記
念
公
園
等
の
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
近

隣
市
町
の
観
光
資
源
と
の
連
携
を
進
め
、

大
平
地
区
の
さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
、
周

遊
観
光
の
促
進
を
図
る
。

※※3

問答広
報
ぬ
ま
づ
か
ら
市
政
情
報
を
得
て
い
る

と
回
答
し
て
お
り
、
広
報
ぬ
ま
づ
は
市
民

に
と
っ
て
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
媒
体

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
月
二
回
発
行
は
、
よ
り
タ
イ
ム

リ
ー
で
正
確
な
情
報
提
供
が
可
能
と
な
り
、

市
政
へ
の
理
解
と
地
域
へ
の
誇
り
、
愛
着

を
育
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
中
長
期
的
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
デ
ジ
タ

ル
媒
体
の
利
用
も
検
討
し
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
月
二

回
の
発
行
を
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
り
、

自
治
会
に
は
、
今
後
も
広
報
ぬ
ま
づ
の
配

付
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
。

検
討
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
ト
ッ
プ
セ

ラ
ー
化
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
内
生
産
者
や
事
業
者
の
所
得
動
向

調
査
の
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
五
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
る
セ
ン
サ
ス
調
査
に
よ
り
、
所
得
の

動
向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
部

会
が
構
成
さ
れ
て
い
る
沼
津
ね
が
た
白
ね

ぎ
や
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
収
穫

量
や
販
売
額
の
情
報
入
手
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
生
産
者

等
と
共
有
し
、
取
組
手
法
の
検
証
を
重
ね

る
な
ど
、
長
期
的
か
つ
戦
略
的
に
生
産
者

の
所
得
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

大平地区の市街化区域編入と
にぎわいづくりの取組は

学校規模・学校配置の適正化
に向けた取組は

部活動の地域移行における　　
サポートセンター設置の考えは

特産品のブランド化に対する
本市の考えは

井
原
　
三
千
雄

渡
邉
　
博
夫

小
泉
　
宣
子

小
澤
　
　
隆

査
等
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
意
見
を
収

集
し
、
各
地
域
の
実
態
の
把
握
に
努
め
、

学
校
配
置
に
つ
い
て
の
方
針
決
定
に
向
け

て
着
実
に
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問市政について問う！

学
校
規
模
・
学
校
配
置
の
適
正
化
に

向
け
た
取
組
状
況
は
。

教
育
長
／
令
和
五
年
度
は
、
保
護
者

や
地
域
住
民
、
学
校
関
係
者
な
ど
か
ら
意

見
を
伺
う
「
学
校
の
未
来
を
考
え
る
会
」

を
、
浮
島
・
大
平
・
第
二
中
学
校
区
に
設

置
し
、
協
議
を
進
め
て
き
た
。
協
議
に
当

た
っ
て
は
、
保
護
者
の
声
を
尊
重
し
、
子

ど
も
の
利
益
を
最
優
先
す
る
こ
と
を
主
軸

と
す
る
ほ
か
、
学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を

考
慮
し
、
制
度
的
・
政
策
的
に
実
現
可
能

で
あ
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
る
。
今
後
は
、

地
域
住
民
説
明
会
や
保
護
者
へ
の
意
識
調

問答

▲千本小学校の授業風景（上）
　学校規模・学校配置の適正化に向けて
　設置された学校の未来を考える会（下）
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